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札幌市の取り組み「学びの手帳」

札幌市教育センター
北　　　圭　一

キーワード：特別支援教育コーディネーター、個別の教育支援計画、個人情報の管理、関係機関との連携

１．札幌市「学びの手帳」について
　札幌市「学びの手帳」は、平成15年３月に策定された「札幌市特別支援教育基本計画」に基づく施
策の一つである。「札幌市特別支援教育基本計画」は、障がいのある子ども一人一人が学び育つため
のニーズに応じた多様な教育の展開を図るという基本的な考えのもと、自立や社会参加するための基
盤となる「生きる力」を培い、子どもが健やかに学び育つことを目指し、次の2つの基本的な方向性
と4つの基本的な視点からなるものである。
　２つの方向性は、
（１）一人一人の子どもの生涯を見通し社会へつなぐための継続した専門的教育の推進乳幼児期から
社会への移行期まで途切れることなく、一人一人が特別な教育的ニーズに応じた専門的な教育を
継続して受け学び育つことができるよう、「一人一人の子どもの生涯を見通し社会へつなぐための
継続した専門的教育」の推進。 

（２）子どもが地域で学び育つための家庭・学校・地域が共に育む教育の推進障がいのある子どもが
生活する地域の中に適切な教育環境が用意され、地域の人々の理解と協　　力のもと、障がいの
ある子どもが健やかに安心して地域で学び育つことができるよう、子どもが　「地域で学び育つた
めの家庭・学校・地域が共に育む教育」の推進。
　である。また、４つの視点として、
（１）一人一人が学び育つ（早期からの教育的支援、札幌市学びの支援プラン）
（２）ゆたかに学び育つ（学びのための専門的な支援、よりよい学びの環境整備）
（３）地域で学び育つ（多様な
学びを支えるサポートルーム
の整備、地域での学びを支
援する学校づくり）

（４）安心して学び育つ（「学
びの手帳」の導入、関係機
関ネットワーク体制の整
備）を示している。
　この中の「安心して学び育つ」
の視点では、教育のみならず福
祉、医療、労働など、子どもに
携わるすべての関係者の連携と
協力のもと、障がいのある子ど
もが、将来にわたって、「安心し
て学び育つ」ことのできるよう、
本人や保護者を支援するための
環境の充実について示している。 図１
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　「学びの手帳」（図１）は、保護者が安心して子どもを育み、乳幼児期から学校卒業後まで継続した
相談支援が図られるよう、特別な教育的支援を必要とする子どもに対して、子どもの心理教育的アセ
スメントや学校の指導記録、福祉、医療等の様々な情報をファイリングできるようにするものである。

２．「学びの手帳」の配付対象
　「学びの手帳」は、学びの支援のための情報が記録できるＡ４ファイルサイズの手帳である。平成
16年度より、札幌市に在住の特別な教育的支援を必要とする幼児から高校生までに配付している。
　配付の方法としては、札幌市教育センター教育相談室での教育相談の時に使い方の説明をし、直接手渡
している。平成17年度には、札幌市立小・中学校の特殊学級、通級指導教室に通う児童生徒に配付した。

３．「学びの手帳」の内容
①「相談、医療、サポート機関等の記録」（図２）
　関係機関から支援を受けた相談日、関係機関の名称、担当者等を記載できる欄である。関係機関と
の連携をとりながら子どものそだちを支援していく上で効果的である。

（図２）

（図３）
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②「そだちの記録」（図３）
　乳幼児期の発達のめやすが段階的に示されている。ここでは、発達の目安について確認することができる。
③「学びの記録」（図４）
　小学校（小学部）入学から、中学校（中学部）終了までの９年間分の学びのようすについて記録できるよ
うにしている。また、クリアフォルダーが綴られているので学校からの資料等を差し込めるようになっている。

４．「学びの手帳」の特長
　この「学びの手帳」では、支援の内容を盛り込みすぎないよう、ミニマムエッセンシャルズ（必要
最小限）から始めるということを心がけて作成した。それぞれの地域や学校で個別の教育支援計画の
様式が検討されている状況であると思われる。よりよい支援をしようということで、どうしてもいろ
いろな項目を盛り込んでしまい、いざ具体的な指導の段階になると、どうしてよいか迷ってしまうと
いう場面があることを耳にする。
　確かに必要な情報を収集し、共有化するための形式の標準化は大切であるが、計画を作成する段階
で無理があっては継続することが困難になる。多くのねらいを盛り込みすぎない「あれもこれも」で
はなく「あれかこれか」で方向性を考えていくことが必要であると考える。
　具体的な部分としては、「学びの手帳」の「学びの記録」の部分が学校生活において指導の計画を
立てる際に重要な資料となる。ここでは、「生活」「学習」「その他」の項目に簡略化し、それぞれの
目標、取り組み、感想を記入できるようにしている。学校や家庭で取り組めそうな課題やできるよう
になってほしい課題を本人も交え、学校と家庭で話し合いをして目標の欄に記入し、その目標を達成
させるための具体的な取り組み（方法）を次の取り組みの欄に記入する。
　そして、一定の期間（「学びの手帳」では前期、後期で分けているが、実態に応じて変更してもよ
い）の取り組みの結果を「感想」の欄に記入し、次の目標へとつなげられるようにしている。学校で

（図４）
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作成した個別の指導計画とのつながりをとることで、指導計画や指導の経過、そして結果をより明確
にすることにもつながることが期待できる。

５．「学びの手帳」の活用
　「学びの手帳」には、大きく２つの機能がある。一つは、支援が必要な子どもについてのサポート
のあり方をその成長とともに周囲の関わり手がどのようにしていくかを伝えるものとしての機能「つ
なげる機能」である。もう一つは、相談の内容や検査の結果などの個人情報を本人および保護者が
持っているという「個人情報の管理機能」である。
一点目の「つなげる機能」については、個別の教育支援計画で示されている、「障害のある児童生徒
の一人一人のニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという考えの下、長期的な
視点で乳幼児期から学校卒業後までを通じて一貫して的確な教育的支援を行う」ための一つのツール
としての考え方である。
　連携は大切であると言うことはそれぞれの学校や機関で理解していたものの、実際には支援が必要な子
どもへの引き継ぎについては、これまで「幼稚園から小学校、小学校から中学校への引き継ぎが十分ではな
い」「それぞれの相談機関での相談の際、同じようなことを伝えなければならない」また、「各相談機関での
相談内容が保護者の話によらなければならないため、正しく伝わらない場合がある」などの課題があった。
　これらの課題は、それまでにそれぞれの子供の「学びの手帳」に記載されている「具体的支援につ
いて」や「できるようになったこと等」を引き継ぎの際に提示することによって、本人及び保護者が
必要とする事項について適切につなげることができる。
　二点目の「個人情報の管理機能」については、他機関との連携をとる際にもっとも課題となる点であ
る。それぞれの機関が得ている情報を本人及び保護者の同意なしにやりとりすることは、いくら本人の
支援にプラスになると言っても個人情報の保護が不可欠である今日の社会状況から考えて、好ましくな
いのは言うまでもない。この個人情報を本人及び保護者が管理し、必要なときに必要な機関に情報を
提供できるものとし、札幌市として関係機関に周知することで共通のツールとして使うことができる。
　「学びの手帳」は、本人と保護者が活用し、管理することを原則として作成されている。これまで
の学校間での引き継ぎの資料という考え方ではなく、本人及び保護者が引き継ぎに関与していくこと
になるわけである。

６．今後の課題
　この「学びの手帳」による支援は、保護者が必要に応じて関係機関を活用したり、子育てに必要な
情報が気軽に得られたりするためにも、関係機関、関係部局の密接な連携協力をとることがよりよく
使えるようにするためにも必要である。
　情報提供のためのネットワークの整備については、教育のみならず、福祉、医療、労働等の様々な
側面からの取組が必要であることから、現在、本市においては「札幌市発達障がい者支援関係機関連
絡会議」がもたれ、その部会の中で「学びの手帳」について話し合いがなされ、各関係機関への理解・
啓発をはかり、連携のためのツールとして今後の活用方法について検討されている。
　今後、より適切な個別の教育支援計画の作成に向けて、就学前の支援から小学校、そして中学校へ
の連携の仕方、さらに社会自立につなげるための活用の在り方について事例を集約し、使いやすく本
人のためのよりよい支援につながるものにしていきたいと考えている。
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